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1 
 

『
平
成
最
後
の
夏
か
ら
秋
』 

衛
1  

木
村
（
高
坂
）
千
恵
子 

昨
年
末
、
自
宅
を
処
分
し
て
単
身
赴

任
の
長
男
一
家
の
近
く
に
越
し
て
き

ま
し
た
。
孫
の
子
守
、
保
育
園
の
送
迎

家
庭
菜
園
等
少
し
で
も
サ
ポ
ー
ト
出

来
た
ら
と
思
い
来
た
の
で
す
が
、
70
代

の
老
主
婦
に
は
厳
し
い
も
の
で
す
。
ま

た
こ
の
夏
1

0

2
才
の
姑
を
見
送

り
、
秋
に
は
孫
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今

後
は
4
人
の
孫
の
成
長
を
楽
し
み
に

自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
号 

森
（
花
岡
）
清
子
（
推
薦
） 

『
心
地
よ
い
里
山
』 

衛
３ 

斉
藤
（
清
水
）
由
喜
子 

 

自
宅
か
ら
車
で
約
15
分
、
湯
村
山
〜

白
山
八
王
子
神
社
を
時
々
歩
く
。
甲
府

市
街
が
見
渡
せ
、
富
士
山
や
南
ア
ル
プ

ス
を
眺
望
で
き
る
人
気
の
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
。
毎
日
通
う
常
連
さ
ん
た

ち
は
〝
年
金
山
〟
と
呼
ん
で
い
る
と

か
。
私
は
ひ
た
す
ら
歩
き
、
樹
々
を
眺

め
季
節
の
花
を
探
す
。
癒
し
と
心
身
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
最
適
な
場
所
で
あ

る
。 

  

次
号 

三
谷
（
中
俣
）
美
幸
（
推
薦
） 

『
退
職
後
の
居
場
所
』 

衛
5 

新
津
（
坂
本
）
み
さ
子 

人
生
の
３
分
の
２
近
く
を
病
院
で

働
き
続
け
て
退
職
。
ボ
ケ
て
寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
健
康
づ
く
り
に
声
が
か
か
り
駆

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
趣
味
も
な
い
の

で
時
間
が
あ
れ
ば
断
捨
離
。
な
か
な
か

捨
て
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
昔
の
服
を

切
り
刻
ん
で
片
付
け
な
が
ら
、
手
仕
事

を
す
る
の
が
ホ
ッ
と
す
る
ひ
と
時
で
、

私
の
今
の
居
場
所
で
す
。 

 

次
号 

寺
澤
（
下
里
）
文
子 

『
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
に
、
い
や

さ
れ
ま
す
！
』 

衛
6 

野
溝
（
二
村
）
義
子 

私
の
好
き
な
場
所
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
で
す
。
オ
ル
ガ
ン
の
音
色
が
好

き
で
、
何
度
も
コ
ン
サ
ー
ト
に
通
っ
て

い
ま
す
。
又
、
還
暦
を
迎
え
て
か
ら
始

め
た
趣
味
が
、
ピ
ア
ノ
と
ハ
ー
モ
ニ
カ

で
、
ピ
ア
ノ
の
発
表
会
は
、
こ
こ
で
行

っ
て
い
ま
す
。
息
子
2
人
が
都
会
暮
ら

し
の
た
め
、
現
在
は
義
母
と
主
人
と
私

の
3
人
暮
ら
し
で
す
。
お
ば
さ
ん
は
、

趣
味
に
家
事
に
頑
張
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。 

 

次
号 

星
野 

範
子 

写真 1 登山口に近い整備された歩道(５月) 

写真 2 晴れると富士山が見える 

 切り刻んだ服で作った布草履。 

下手ですがよかったらどうぞ。 

 生パスタがおいしい 

イタリアンのお店です 

2018.5.13.熟年ピアノ 15 周年 

記念発表会の写真です。 



 

2 
 

『
私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

臨
1 

三
澤
（
小
松
）
良
子 

 
こ
の
テ
ー
マ
で
私
が
思
い
つ
い
た

場
所
は
、
運
営
し
て
い
る
学
習
塾
の
貸

会
場
で
す
。
週
2
回
、
二
十
数
年
通
っ

て
い
ま
す
。
会
場
は
立
派
で
す
が
、
中

身
は
こ
ぢ
ん
ま
り
し
た
塾
で
す
。
こ
の

少
し
の
仕
事
が
、
私
の
生
活
に
ち
ょ
う

ど
良
い
リ
ズ
ム
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

孫
の
よ
う
な
生
徒
さ
ん
た
ち
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
、
も
う
少
し
が
ん
ば

っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。  

次
号 

北
澤
（
大
沢
）
安
子 

『
私
の
さ
さ
や
か
な
趣
味
』 

臨
2 

小
泉
（
中
谷
）
玲
子 

私
は
春
の
山
菜
採
り
と
秋
の
キ
ノ

コ
採
り
が
好
き
で
毎
年
主
人
と
ふ
た

り
で
出
か
け
て
い
ま
す
。
特
に
キ
ノ
コ

の
群
生
を
見
つ
け
た
時
の
感
激
は
な

ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
。
衰
え
た
足
も
山

歩
き
で
少
し
鍛
え
ら
れ
ま
す
。
主
人
に

す
す
め
ら
れ
て
始
め
た
の
で
す
が
、
今

は
私
も
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
天
ぷ
ら
や

キ
ノ
コ
料
理
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で

す
。
今
後
も
老
後
を
ふ
た
り
で
仲
良
く

楽
し
み
た
い
で
す
。 

 

  

次
号 

吉
村
（
江
塚
）
愛
子 

『
第
二
の
故
郷 

金
沢
に
て
』 

短
2 

星
野 

あ
け
み 

（
株
）
L

S

I
メ
デ
ィ
エ
ン
ス  

K

K

R
北
陸
病
院 

夫
の
転
勤
で
移
り
住
ん
だ
金
沢
。
兼

六
園
を
は
じ
め
文
化
施
設
の
充
実
し

た
、
し
っ
と
り
と
落
ち
着
い
た
所
で
す
。

40
才
の
時
、
仕
事
に
復
帰
し
て
、
現
在

に
至
り
ま
す
。
家
事
、
趣
味
、
母
の
遠

距
離
介
護
に
毎
日
‼
バ
タ
バ
タ
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
私
を
癒
し
て
く

れ
る
の
は
二
胡
の
調
べ
。
私
も
い
つ
か
、

聞
く
人
を
感
動
さ
せ
る
音
色
が
出
せ

る
事
を
、
夢
み
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

 

次
号 

庭
本
（
広
橋
） 

陽
子
（
推
薦
）

 

『
ト
ト
ロ
の
ふ
る
さ
と
』 

短
3 

島
田
（
酒
井
）
尚
美 

私
が
20
年
住
ん
で
い
る
東
村
山
市

は
、
素
朴
な
自
然
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る

の
で
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

市
の
北
側
に
八
国
山
緑
地
と
い
う

丘
が
あ
り
、
こ
こ
は
映
画
「
と
な
り
の

ト
ト
ロ
」
に
出
て
く
る
場
所
の
モ
デ
ル

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

毎
年
6
月
に
は
、
南
隣
の
北
山
公
園

で
菖
蒲
ま
つ
り
が
あ
る
の
で
、
散
策
す

る
と
楽
し
い
で
す
。 

 

次
号 

小
口
（
牛
山
）
由
美
子 

高石ともやコンサートにて 

（後列、白の服が私） 

八国山緑地と北山公園 

（東村山市パンフレットより引用） 

 会場は自宅近くの JA さんに 

借りています。 

今
年
は
豊
作
の
ま
つ
た
け
で
す
。 



 

3 
 

『
下
駄 

履
い
て
み
ま
せ
ん
か
！
』 

短
4 

矢
口
（
小
平
）
久
江 

私
た
ち
4
回
生
は
60
代
に
突
入
。

生
活
に
変
化
の
あ
っ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
お
元
気
で
す
か
？ 

私
は
家
業
の
履
物
屋
を
継
い
で
8

年
に
な
り
ま
す
。
主
人
と
長
女
と
で
、

お
客
様
の
足
に
合
わ
せ
て
花
緒
を
す

げ
て
い
ま
す
。 

近
年
急
増
す
る
外
国
の
お
客
様
と

の
会
話
も
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
、
こ

れ
か
ら
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。 

 

次
号 

駒
沢 

君
枝 

『
万
博
記
念
公
園
の
太
陽
の
塔
』 

短
7 

太
田
（
三
石
）
悦
子 

飯
田
市
立
病
院 

 

大
阪
で
の
大
切
な
用
事
の
帰
り
に
、

太
陽
の
塔
に
寄
っ
て
み
ま
し
た
。 

 

予
約
し
て
な
か
っ
た
の
で
内
部
の

見
学
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
よ
く

整
備
さ
れ
た
広
い
公
園
の
中
に
そ
び

え
立
つ
太
陽
の
塔
は
、
全
く
古
さ
を
感

じ
さ
せ
ず
神
々
し
く
圧
巻
で
し
た
。
万

博
当
時
の
建
物
で
会
場
の
様
子
や
ユ

ニ
ホ
ー
ム
の
展
示
な
ど
を
見
る
こ
と

も
出
来
楽
し
め
ま
し
た
。
又
行
き
た
い

所
で
す
。 

 
 

次
号 

飯
島
（
宮
島
）
乃
里
子 

『
家
族
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

短
８ 

百
瀬
（
桐
生
）
文
子 

城
西
病
院 

子
供
達
が
ひ
と
り
ず
つ
家
を
出
で

て
、
夫
と
犬
だ
け
の
生
活
に
な
り
山
に

出
会
い
ま
し
た
。
そ
し
て
い
つ
の
間
に

か
家
族
全
員
が
山
を
歩
く
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
若
者
の
ペ
ー
ス
で
歩

く
に
は
と
て
も
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
が
、
時
々
こ
う
し
て
私
に
合
わ
せ

て
歩
い
て
も
ら
い
、
楽
し
い
時
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
行
っ
て
み
た
い
・
や
っ

て
み
た
い
！
今
頃
で
す
が
全
開
で
す
。 

 

次
号 

番
場
（
伝
田
）
久
子 

『
大
好
き
な
図
書
館
に
て
』 

短
11 

美
斉
津
（
清
沢
）
綾
子 

9
年
前
、
地
元
の
図
書
館
が
新
し
い

施
設
に
な
り
、
居
心
地
抜
群
の
場
所
に

な
り
ま
し
た
。
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

の
中
、
ゆ
っ
た
り
と
椅
子
に
座
り
優
雅

な
気
分
で
本
が
読
め
ま
す
。
好
き
な
ジ

ャ
ン
ル
は
推
理
小
説
と
エ
ッ
セ
イ
。
欲

張
っ
て
借
り
て
は
読
み
切
れ
ず
に
返

す
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
学
生
の
頃
は
縁

遠
か
っ
た
図
書
館
。
今
で
は
つ
い
つ
い

長
居
し
て
し
ま
う
場
所
で
す
。 

 

次
号 

各
務
（
加
藤
）
志
乃
ぶ 

青空をバックに、高さ 70ｍの塔を見上げる 

子供達と白山へ 

お気に入りの椅子です 

お好みの花緒をお選びください。 



 

4 
 

『
い
つ
も
の
風
景
』 

短
12 

皆
川
（
松
永
）
絵
津
子 

 

静
岡
で
働
き
始
め
て
30
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
疲
れ
が
出
て
く
る
年
齢
に
な

り
ま
し
た
が
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
健
康
の
た
め
に
近
所
を
散

策
し
て
、
い
つ
も
の
見
慣
れ
た
風
景
の

中
に
新
し
い
発
見
も
あ
り
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
中
で
の
一
番
は
富
士
山

の
美
し
さ
、
安
心
感
に
改
め
て
気
づ
い

た
こ
と
で
す
。
富
士
山
を
見
な
が
ら
生

活
で
き
る
の
は
幸
せ
な
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

川
口
（
佐
野
）
元
美 

『
豊
島
（
て
し
ま
）
っ
て
ご
存
知
で
す

か
？
』 

短
13 

清
水 

百
合 

 

瀬
戸
内
の
小
さ
な
島
で
す
。
そ
こ
に

あ
る
豊
島
美
術
館
が
私
の
お
気
に
入

り
の
場
所
で
す
。 

水
滴
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
建
物
で
、

天
井
の
開
口
部
か
ら
、
周
囲
の
風
、
音
、

光
を
取
り
込
み
、
静
寂
の
中
、
自
然
と

建
物
が
呼
応
す
る
空
間
を
楽
し
む
場

所
で
す
。
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
感

じ
ら
れ
ま
す
。
昨
夏
観
光
で
訪
れ
、
ま

た
行
き
た
い
場
所
で
す
。 

  

 

次
号 

渡
辺
（
清
水
）
祐
子 

（
推
薦
）

 

『
私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

短
14 

鶴
見
（
吉
田
）
裕
利
子 

小
松
市
民
病
院 

私
の
お
気
に
入
り
の
金
沢
駅
。
鼓
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
『
鼓
門
』
が
存
在
感

大
。
見
上
げ
る
と
、
木
だ
け
で
組
み
合

わ
さ
っ
て
い
る
様
子
が
素
晴
ら
し
い
。

又
、
土
の
中
に
半
分
埋
ま
っ
て
い
る
大

き
な
や
か
ん
の
オ
ブ
ジ
ェ
に
ビ
ッ
ク

リ
。
『
何
こ
れ
』
と
思
う
事
間
違
い
な

し
。
北
陸
新
幹
線
で
金
沢
に
お
越
し
の

際
に
は
映
え
を
狙
っ
て
是
非
、
写
真
に

収
め
て
く
だ
さ
い
。 

 

次
号 

宮
下
（
鷲
沢
）
啓
子 

『
最
近
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
』 

短
15 

高
梨
（
小
寺
）
喜
子 

15
年
前
か
ら
携
わ
っ
て
き
た
心
臓

超
音
波
検
査
。
子
育
て
期
間
を
経
て
、

去
年
、
よ
う
や
く
超
音
波
検
査
士
の
認

定
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
が
開

出
来
ま
し
た
。
若
い
頃
と
違
っ
て
覚
え

た
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ
る
し
、
読
み
間
違

え
、
計
算
ミ
ス
な
ど
す
ご
く
多
く
、
受

験
勉
強
は
ほ
ん
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

認
定
試
験
は
通
過
点
と
い
い
ま
す
が
、

こ
の
年
齢
で
の
合
格
は
終
了
証
の
様

で
す
（
苦
笑
）。 

で
も
念
願
の
試
験
に
合
格
し
、
と
て

も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

次
号 

坂
本
（
小
林
）
美
穂 

日本平からの富士山 

（日本平夢テラスＨＰより引用） 

豊島美術館・自転車で島巡り 

金沢駅のシンボル 鼓門 

２０１７年９月  

名古屋で開催した同窓会   

今年も彦根で開催予定♪ 



 

5 
 

『
家
族
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

短
16 

田
中
（
鈴
木
）
美
奈
子 

 
関
東
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
赤
十
字 

血
液
セ
ン
タ
ー 

お
気
に
入
り
の
場
所
と
聞
か
れ
て
、

思
い
浮
か
ん
だ
の
が
家
族
で
毎
年
訪

れ
て
い
る
志
賀
高
原
の
ス
キ
ー
場
で

し
た
。
思
え
ば
、
学
生
時
代
に
ク
ラ
ス

で
初
め
て
ス
キ
ー
に
行
っ
て
以
来
、
唯

一
ス
キ
ー
が
私
の
人
並
み
に
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
娘
た
ち
が
、
ひ
と
り

で
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
年

中
行
事
で
す
。
松
本
を
い
つ
も
通
り
過

ぎ
て
い
る
の
は
淋
し
い
で
す
け
ど
ね
。

 

  

次
号 

刑
部
（
鈴
木
）
孝
枝 

『
癒
し
の
ひ
と
と
き
』 

短
17 

有
泉
（
柘
植
）
呂
美 

う
ち
の
ニ
ャ
ン
コ
先
生
の
お
気
に

入
り
は
、
ソ
フ
ァ
ー
の
背
も
た
れ
の
上

で
す
。 

不
安
定
な
場
所
な
の
に
、
な
が
ー
く

の
び
て
気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
寝
ま
す
。

 

私
の
お
楽
し
み
は
、
家
族
が
寝
た
あ

と
に
、
そ
の
横
で
動
画
を
見
る
こ
と
で

す
（
笑
）
。 

家
事
に
、
仕
事
に
何
か
と
忙
し
い
毎

日
の
中
、
猫
に
癒
さ
れ
て
い
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。 

 

次
号 

石
井
（
大
島
）
千
晶 

『
お
い
で
ま
っ
し 

金
沢
』 

短
18 

大
谷
（
荒
井
）
雅
代 

城
北
病
院 

今
の
勤
務
先
は
金
沢
駅
か
ら
徒
歩

15
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
金
沢

駅
の
鼓
門
を
横
目
に
見
な
が
ら
通
勤

し
て
い
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し

て
か
ら
、
金
沢
も
す
っ
か
り
観
光
地
に

な
り
ま
し
た
。
鼓
門
は
と
て
も
大
き
く
、

き
れ
い
な
曲
線
や
螺
旋
が
組
み
込
ま

れ
た
素
敵
な
門
で
、
金
沢
を
代
表
す
る

場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
、
是
非
一
度
金
沢
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

 

次
号 

井
上 
希
保
子
（
推
薦
） 

『
1

0

0
円

s
h

o
p

が
大
好
き
で

す
。』 

短
19 

原
田
（
小
池
）
ま
り
子 

畠
山
眼
科
医
院 

元
々
好
き
な
文
房
具
に
カ
ラ
フ
ル

な
キ
ッ
チ
ン
用
具
、
手
芸
用
品
な
ど
を

眺
め
て
い
る
と
ウ
キ
ウ
キ
し
ま
す
。 

障
害
児
の
い
る
我
が
家
、
大
人
用
も

b
a
b
y

用
も
合
わ
な
い
物
が
多
く
、
な

ら
ば
「
作
っ
ち
ゃ
え
！
」
。
代
用
で
き

そ
う
な
物
を
ア
レ
ン
ジ
す
る
、
そ
れ
を

探
し
て
考
え
る
の
が
楽
し
く
、
手
を
出

し
や
す
い
価
格
な
の
も
お
気
に
入
り

の
理
由
で
す
。 

 

 

次
号 

一
ノ
瀬 

保
美 

私
の
滑
り
が
遅
い
の
で
、 

娘
２
人
が
途
中
で
待
っ
て
ま
す
。 

ソファーの向きを変えても、 

必ず背もたれの上でくつろいでいます 

金沢工大生がプロジェクションマッピングし

た鼓門。動画はもっと綺麗です… 

沖縄もお気に入りです。 
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『
私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

短
20 

田
邊
智
佳
子 

平
塚
市
民
病
院 

ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
始
め

て
18
年
。
毎
月
潜
っ
て
い
る
小
さ
な
離

島
「
初
島
」
が
私
の
お
気
に
入
り
で
す
。

熱
海
港
か
ら
船
で
約
20
分
。
潮
当
た
り

の
良
い
海
は
豊
富
な
魚
種
に
彩
ら
れ
、

軟
質
珊
瑚
の
群
体
が
満
開
の
花
の
様

で
す
。
雪
崩
れ
る
よ
う
に
泳
ぐ
鰖
や
伊

佐
木
、
鰯
玉
を
追
う
稚
鰤
や
勘
八
、
雌

を
優
し
く
エ
ス
コ
ー
ト
す
る
障
泥
烏

賊
…
青
い
世
界
で
も
多
様
な
ド
ラ
マ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

次
号 

田
中 

良
枝
（
推
薦
） 

『
神
社
、
お
城
、
お
寺
・
・
・
』 

短
21 

小
林
（
塩
入
）
加
奈 

松
本
市
医
師
会
医
療
セ
ン
タ
ー 

も
と
も
と
歴
史
が
好
き
な
の
で
旅

行
す
る
な
ら
必
ず
立
ち
寄
っ
た
り
し

ま
す
。
特
に
神
社
は
「
古
事
記
を
よ
む
」

と
い
う
趣
味
の
講
座
が
き
っ
か
け
で
、

祀
ら
れ
て
い
る
神
様
を
知
る
の
が
楽

し
み
と
な
り
、
境
内
の
看
板
な
ん
か
も

じ
っ
く
り
見
て
し
ま
い
ま
す
。 

短
大
で
松
本
に
来
て
か
ら
20
数
年
、

毎
日
「
松
本
城
」
を
見
ら
れ
る
今
の
生

活
も
気
に
入
っ
て
い
ま
す
。 

 

次
号 

山
崎
（
大
桑
）
孝
子 

『
お
気
に
入
り
は
雲
梯
』 

短
22 

新
明
（
堤
）
真
理
子 

松
本
協
立
病
院 

山
梨
県
出
身
の
私
が
、
縁
あ
っ
て
今

松
本
市
に
住
ん
で
い
ま
す
。 

最
近
の
子
ど
も
の
お
気
に
入
り
の

場
所
は
“
雲
梯
（
う
ん
て
い
）
の
あ
る

公
園
”
で
す
。
去
年
で
き
な
か
っ
た
事

が
今
年
は
ど
ん
ど
ん
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
夢
中
に
な
っ
て
手
に
は
〝
が
ん

ば
り
マ
メ
〟
が
で
き
て
い
ま
す
。
私
も

子
ど
も
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

次
号 

宍
戸
（
高
須
）
弥
生
（
推
薦
） 

『
小
布
施
総
合
公
園
』 

短
24 

前
島
（
吉
澤
）
亜
弥
子 

自
宅
か
ら
車
で
10
分
程
の
と
こ
ろ

に
あ
る
こ
の
公
園
は
娘
の
お
気
に
入

り
の
遊
び
場
で
す
。
遊
具
は
も
ち
ろ
ん
、

噴
水
広
場
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
施
設

が
充
実
し
て
い
て
一
日
中
い
て
も
飽

き
な
い
の
が
魅
力
の
よ
う
で
す
。
な
か

で
も
好
き
な
の
が
鯉
へ
の
餌
や
り
な

の
で
す
が
、
夢
中
に
な
っ
て
餌
や
り
す

る
姿
に
池
に
落
ち
や
し
な
い
か
と
、
い

つ
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い
ま
す
。  

次
号 

池
田 

春
菜 

初島から富士山を臨む 

ずっと身近な～生島足島神社 

あがたの森公園にて。 

楽しそうに餌やりをしている娘。 

池にはたくさんの鯉がいます。 
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『
癒
し
の
空
間
』 

短
25 

小
松
（
成
田
）
昌
美 

近
所
で
見
つ
け
た
パ
ン
屋
さ
ん
。
焼

き
た
て
の
パ
ン
の
香
り
が
大
好
き
で

癒
さ
れ
ま
す
。
パ
ン
は
そ
の
ま
ま
で
も

ふ
わ
ふ
わ
、
ト
ー
ス
ト
に
す
る
と
外
は

サ
ク
ッ
と
中
は
モ
チ
モ
チ
で
美
味
し

い
で
す
！ 

た
ま
た
ま
見
つ
け
た
気
に
な
る
パ

ン
屋
さ
ん
や
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た

お
店
に
出
掛
け
る
の
も
楽
し
み
の
ひ

と
つ
で
す
。 

以
前
は
自
分
で
も
焼
い
た
り
し
て

い
た
の
で
、
ま
た
焼
い
て
み
た
い
で
す
。

 

 
 

次
号 

平
澤
（
西
浦
）
千
晶
（
推
薦
） 

『
我
が
家
の
大
切
な
場
所
』 

短
26 

鈴
木
（
小
木
曽
）
里
奈 

私
に
は
5
歳
と
3
歳
の
子
供
が
い

ま
す
。
上
の
子
が
小
麦
ア
レ
ル
ギ
ー
の

為
、
流
行
の
グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
。
幸
運
な
事
に
近
く
に

グ
ル
テ
ン
フ
リ
ー
の
飲
食
店
や
取
扱

店
が
あ
り
よ
く
利
用
し
ま
す
。
制
限
も

多
い
で
す
が
、
こ
う
い
う
店
は
我
が
家

に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切

な
場
所
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
増
え
る

と
嬉
し
い
で
す
。 

 
 

 

次
号 

松
田 

裕
子 

『
わ
が
家
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

短
28 

西
川
（
赤
沼
）
宏
美 

金
沢
大
学
医
薬
保
健
研
究
学
域 

精
神
行
動
科
学 

わ
が
子
は
ウ
サ
ギ
が
大
好
き
で
す
。
ウ
サ
ギ
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
、
金
沢
市
郊
外

に
あ
る
い
し
か
わ
動
物
園
ま
で
出
か
け
ま
す
。
し

か
し
、
ウ
サ
ギ
と
ふ
れ
あ
う
た
め
に
は
長
い
列
に

並
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
時
代
の
違
い
な
の

か
、
暮
ら
し
た
場
所
の
違
い
な
の
か
、
自
分
の
子

ど
も
の
頃
は
、
身
近
の
場
所
で
も
っ
と
気
軽
に
動

物
と
ふ
れ
あ
っ
て
い
た
よ
う
に
思
う
の
は
私
だ

け
で
し
ょ
う
か
？ 

ウ
サ
ギ
と
ふ
れ
あ
う
と
、
と
て
も
嬉
し
そ
う
な

子
ど
も
た
ち
。
そ
の
笑
顔
を
見
る
と
、
親
の
私
た

ち
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
け
っ
し
て
気
軽
に
と
は

言
え
な
い
け
れ
ど
、
ウ
サ
ギ
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

所
は
、
家
族
み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
大
切
な
場
所

で
す
。 

 
次
号 

長
澤 
佳
美 

『
私
の
近
況
報
告
と
お
気
に
入
り
の
場

所
』 

保
1 

渡
邉
（
大
石
）
早
知
絵 

聖
隷
健
康
診
断
セ
ン
タ
ー 

静
岡
県
の
聖
隷
に
就
職
し
、
健
診
施

設
①
で
分
析
、
外
健
診
業
務
、
病
院
施

設
②
で
分
析
、
A

R

T(

不
妊
治
療)

、

生
理
検
査(

胎
児
エ
コ
ー
や
心
カ
テ)

、

健
診
施
設
②
で
健
診
業
務
、
乳
エ
コ
ー

な
ど
学
び
ま
し
た
。
そ
ん
な
私
の
お
気

に
入
り
は
、
海
。
海
の
町
で
育
っ
た
私

は
、
松
本
で
海
が
恋
し
く
な
り
、
静
岡

県
に
戻
り
、
よ
く
海
に
行
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
公
私
共
に
充
実
し
て
い
ま

す
！ 

 

次
号 

三
水 

夕
季 

近所で見つけた食パン専門店。 

一度行ったらファンになり 

度々足を運んでいます。 

大好きなウサギとのふれあい。 

私の実家御前崎の海。 

娘といとこ達。 
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『
私
の
癒
し
ス
ポ
ッ
ト
』 

保
2 

春
日 

里
佳
子 

私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は
、
下
鴨

神
社
で
す
。 

神
社
の
境
内
は
ゆ
っ
た
り
し
て
い

て
、
ぼ
ー
と
し
て
い
る
だ
け
で
癒
さ
れ

ま
す
。
特
に
好
き
な
の
が
、
７
月
末
の

御
手
洗
祭
で
す
。
足
つ
け
神
事
と
い
わ

れ
冷
た
い
川
の
中
を
歩
く
の
で
す
が
、

真
夏
な
の
も
あ
っ
て
と
て
も
気
持
ち

い
い
で
す
！ 

こ
れ
で
無
病
息
災
の
祈
願
を
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
一
年
ま
た
仕
事
が
ん
ば

ろ
う
と
思
え
ま
す
！
笑 

 

次
号 

木
村 

真
波 

『
お
気
に
入
り
の
お
部
屋
』 

保
３ 

高
橋
（
小
野
寺
）
理
恵 

岩
手
医
科
大
学
附
属
病
院 

一
日
の
終
わ
り
に
私
は
書
斎
で
ひ

と
り
の
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
こ
の
部

屋
は
小
上
が
り
に
な
っ
て
い
て
、
畳
に

座
り
、
足
を
お
ろ
し
て
休
む
の
が
落
ち

着
く
ん
で
す
。
ま
た
、
壁
二
面
に
作
っ

た
本
棚
も
お
気
に
入
り
で
す
。
最
近
は

夜
な
夜
な
こ
こ
に
こ
も
り
、
好
き
な
音

楽
を
聞
き
な
が
ら
子
供
た
ち
の
ア
ル

バ
ム
作
り
を
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽

し
く
、
つ
い
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
。 

 

次
号 

渡
邊
（
小
野
塚
）
直
子 

 

『
恐
ら
く
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

保
5 

山
田 

将
臣 

現
在
、
病
院
の
宿
舎
に
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
同
じ
棟
に
職
場
の
後
輩
も
住
ん

で
お
り
、
そ
の
後
輩
が
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
を

飼
い
始
め
ま
し
た
。
宿
直
な
ど
で
後
輩

が
家
を
空
け
る
と
き
は
、
代
わ
り
に
餌

を
与
え
て
い
ま
す
。
お
気
に
入
り
の
場

所
な
の
か
餌
が
欲
し
い
の
か
、
頻
繁
に

ケ
ー
ジ
の
隅
に
現
れ
て
、
こ
ち
ら
を
眺

め
て
い
ま
す
。
こ
の
姿
に
日
々
癒
さ
れ

な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

  

次
号 

福
井 
大
晃
（
推
薦
） 

『
信
州
く
ら
う
ど
』 

保
6 

宮
崎
（
片
山
）
史
子 

学
生
時
代
、
お
気
に
入
り
の
場
所
は

弓
道
場
か
化
学
の
実
習
室
で
し
た
。
授

業
以
外
は
大
抵
こ
の
ど
ち
ら
か
に
い

て
、
実
習
室
に
至
っ
て
は
卒
業
年
の
３

月
末
ま
で
研
究
室
の
手
伝
い
で
入
り

浸
っ
て
い
た
事
を
懐
か
し
く
思
い
ま

す
。
最
近
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は
長

野
駅
の
信
州
く
ら
う
ど
で
す
。
県
内
産

の
ワ
イ
ン
や
日
本
酒
が
立
ち
飲
み
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。 

 

次
号 

竹
内 

裕
香 

下鴨神社の正門です。 

書斎。 

10 年来の友達（ぬいぐるみ）も。 

ハ
リ
ネ
ズ
ミ
が
近
づ
い
て
く
る
こ
の
場
所
が 

自
分
に
と
っ
て
も
お
気
に
入
り
の
場
所
で
す
。 

最近の趣味の裁縫で 

つくったものです。 
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『
私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

保
7 

小
林 

邦
俊 

私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は
、
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
す
。
年
に
一
度
は
友

人
た
ち
と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
遊

び
に
行
き
ま
す
。 

先
日
は
、
一
族
総
出
の
家
族
旅
行
で

行
き
ま
し
た
。
甥
っ
子
や
姪
っ
子
が
増

え
、
気
づ
け
ば
大
所
帯
の
家
族
旅
行
と

な
り
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
い
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た

来
年
も
友
人
や
家
族
と
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

次
号 

筒
井 

賢
太 

『
そ
う
だ
、
京
都
に
い
こ
う
』 

保
8 

三
觜 

智
子 

国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー 

京
都
と
い
え
ば
春
の
桜
、
夏
は
川
床
、

秋
の
紅
葉
、
雪
化
粧
し
た
金
閣
寺
な
ど

な
ど
、
四
季
折
々
の
楽
し
み
方
が
あ
り

ま
す
。
つ
ま
り
は
い
つ
も
混
ん
で
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
訪
れ
て
頂
き
た

い
。
せ
っ
か
く
な
ら
お
い
し
い
抹
茶
パ

フ
ェ
で
も
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。
私
の
お
ス
ス
メ
は
京

阪
・
祇
園
四
条
駅
か
ら
す
ぐ
、O

K
U
 

C
a
fé
さ
ん
の
抹
茶
パ
フ
ェ
。
ぜ
ひ
ご

賞
味
を
。 

 

次
号 

高
橋 

千
明 

『
変
わ
ら
な
い
場
所
と
、
食
欲
の
秋
』 

保
9 

小
木
曽 

裕
之 

毎
年
秋
に
な
る
と
、
岐
阜
の
実
家
に

あ
る
栗
林
で
は
家
族
総
出
で
栗
拾
い

を
行
い
、
そ
の
栗
た
ち
が
栗
ご
飯
や
栗

き
ん
と
ん
と
な
っ
て
食
卓
に
並
び
ま

す
。
特
に
手
作
り
の
栗
き
ん
と
ん
は
お

店
の
も
の
と
は
違
っ
た
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

し
た
食
感
で
、
こ
の
時
期
実
家
に
帰
っ

た
時
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
気
付
け

ば
も
う
社
会
人
4
年
目
で
す
が
、
変
わ

ら
な
い
帰
る
場
所
が
あ
る
こ
と
に
感

謝
で
す
ね
。 

 

次
号 

林 
美
樹 

『
私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
』 

保
10 

小
澤 

一
貴 

私
の
お
気
に
入
り
の
場
所
は
、
就
職

を
機
に
茅
野
市
で
一
人
暮
ら
し
を
始

め
た
頃
か
ら
よ
く
通
っ
て
い
る
ラ
ー

メ
ン
屋
さ
ん
「
蔵
人
」
で
す
。
ラ
ー
メ

ン
は
も
ち
ろ
ん
、
夜
限
定
の
「
雑
炊
返

し
」
を
注
文
す
れ
ば
、
絶
品
の
ス
ー
プ

を
最
後
の
一
滴
ま
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
近
く
に
お
越
し
の
際
は
ぜ

ひ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

  

次
号 

佐
野 

美
咲 

家族旅行での集合写真 

春と秋には夜間特別拝観されて

いる寺院も多いですよ 

秋の味覚、うまいとにかく。 

一
番
人
気
の
焼
き
味
噌
ラ
ー
メ
ン
の
写
真
で
す
。 
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『
フ
ァ
ー
ム
富
田
』 

保
11 

渡
邊 

さ
ゆ
り 

先
日
、
北
海
道
旅
行
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。
札
幌
、
小
樽
、
旭
川
、
美
瑛
、

富
良
野
の
名
所
を
た
く
さ
ん
観
光
し

ま
し
た
が
、
中
で
も
お
気
に
入
り
は
富

良
野
の
フ
ァ
ー
ム
富
田
。
一
面
に
広
が

る
綺
麗
な
お
花
畑
に
と
て
も
癒
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
は
惜
し
く
も
ラ
ベ
ン
ダ

ー
の
見
頃
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
咲
き
誇
る
時
期

に
ま
た
訪
れ
た
い
な
と
思
い
ま
す
。 

 

次
号 

谷
口 

唯 

『
同
窓
会
』 

保
12 

藤
澤 

優 信
州
大
学 

大
学
院
生 

先
日
、
卒
業
し
て
か
ら
初
め
て
の
同

窓
会
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
半
分

以
上
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
皆
変

わ
ら
ず
元
気
そ
う
で
、
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
近
況
報
告
や
学
生
時
代
の
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
つ
つ
、
皆
が
い
れ
ば

そ
こ
が
私
の
「
ホ
ー
ム
」
に
な
る
ん
だ

な
あ
と
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。
そ
ん

な
仲
間
た
ち
に
出
会
え
て
、
本
当
に
よ

か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。 

 

次
号 

太
田 

諒
馬 

■
近
況
報
告 

次
号
推
薦 

衛
2 

平
林
（
土
屋
）
瑞
枝 

衛
4 

石
坂
（
後
藤
）
恵
子 

短
1 

元
木
（
今
井
）
と
し
子 

短
5 

脇
田 

和
征 

短
6 

成
田
（
倉
田
）
祐
子 

短
9 

石
井
（
花
岡
）
け
さ
江 

短
10 

本
間
（
藤
森
）
み
ね
子 

短
23 

杉
山
（
齋
藤
）
千
晶 

短
29 

江
口
（
小
澤
）
友
美 

保
4 

長
谷
山 

貴
博 

以
上
、
編
集
委
員
会
が
推
薦
し
ま
す
。

 

 

ファーム富田のお花畑 

2018 年 9 月、松本にて 

みんな元気で何よりです。 
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医療短大 3 回生 

彦沢 百合子 

衛検学校 1 回生 

三澤 和子 

今
年
は
私
た
ち
が
衛
生
検
査
技
師

学
校
第
1
回
卒
業
生
と
し
て
卒
業
後

半
世
紀
を
経
過
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の

時
は
ま
だ
臨
床
検
査
技
師
が
法
制
化

さ
れ
て
お
ら
ず
、
卒
後
の
国
家
試
験
は

衛
生
検
査
技
師
の
国
家
試
験
で
し
た
。

そ
の
後
た
し
か
4
～
5
年
後
？
に
第

1
回
臨
床
検
査
技
師
国
家
試
験
が
行
わ
れ
、
各
地

の
病
院
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
先
輩
た
ち
と
一
緒
に

国
家
試
験
を
受
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
結
婚
し
て

家
庭
に
入
っ
た
方
、
定
年
ま
で
勤
務
を
続
け
た
方
、

皆
そ
れ
ぞ
れ
に
経
験
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
今
回
最

後
の
同
級
会
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
が
、
ご
自
身
の

体
調
に
不
安
が
あ
る
方
、
ご
家
族
の
体
調
が
す
ぐ
れ

な
い
方
、
予
定
が
あ
っ
て
集
ま
れ
な
か
っ
た
方
が
あ

り
参
加
者
は
思
っ
た
以
上
に
少
な
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
会
っ
た
と
た
ん
に
学
生
時
代
に
戻
っ
た
感
じ
で

懐
か
し
い
様
々
な
話
題
に
花
が
咲
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
1
泊
2
日
の
時
間
は
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
2
日
目
に
は
保
健
学
科
の
中
や
病
院
検
査
部

も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
施
設
内
容
も
検
査
内
容

も
全
く
異
な
り
半
世
紀
と
い
う
年
月
の
長
さ
を
思

い
知
り
ま
し
た
。
当
日
は
同
門
会
長
・
小
穴
先
生
・

病
院
検
査
部
技
師
長
さ
ん
に
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
は
自
分
の
健
康
に
注
意
し
て
周
囲
の

皆
様
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
人
生
を
全
う
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
の
同
窓
会
及
び
保
健
学
科
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。 

2

0

1

8
年
10
月
27
日
～
28

日
の
１
泊
2
日
で
医
療
短
大
3
回

生
の
同
窓
会
を
開
催
。
卒
後
40
年
で

は
な
く
正
確
に
は
39
年
半
年
と
少

し
フ
ラ
イ
ン
グ
で
す
。
3
回
生
は
5

年
く
ら
い
の
間
隔
で
同
窓
会
を
企
画

し
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
東
海

地
区
の
卒
業
生
が
幹
事
と
な
り
長
島

温
泉
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

当
日
、
集
ま
っ
た
の
は
な
ん
と
幹
事
含
め
19

名
。
集
合
場
所
の
名
古
屋
駅
の
金
の
時
計
で
懐
か
し

い
顔
を
見
て
大
は
し
ゃ
ぎ
。
現
地
に
着
き
長
島
ス
パ

ー
ラ
ン
ド
や
な
ば
な
の
里
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
、

温
泉
な
ど
楽
し
み
、
宴
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
近
況
を

報
告
。
2
次
会
は
宿
舎
の
一
室
に
集
ま
り
思
い
出

話
な
ど
に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
昨
年
の
会
報

の
医
療
短
大
１
回
生
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
に
写
っ
て

い
た
野
本
先
生
の
お
姿
が
話
題
と
な
り
、
３
回
生
の

担
任
さ
れ
た
松
田
先
生
を
皆
で
思
い
出
し
て
い
ま

し
た
。 

あ
の
短
大
の
頃
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う

な
感
覚
で
し
た
。
皆
60
歳
を
こ
え
、
喜
ば
し
い
事
、

辛
い
事
を
そ
れ
ぞ
れ
経
験
し
今
に
至
っ
て
い
ま
し
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保健学科 3 期生 

加藤 亮介 

た
。
現
役
も
い
れ
ば
引
退
し
次
に
進
ん
で
い
る
人
も
。

 
思
い
っ
き
り
み
ん
な
で
楽
し
み
別
れ
を
惜
し
み

な
が
ら
同
窓
会
は
終
了
し
ま
し
た
。
次
は
、
5
年

後
？
残
念
な
が
ら
今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
人
達

に
向
け
て
も
、
松
本
の
幹
事
た
ち
が
も
う
動
き
だ
し

て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

新
し
い
職
場
で
の
仕
事
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
者
、
職
場
を
よ
り
良
い
環

境
に
し
よ
う
と
保
守
的
な
上
司
と
戦

い
続
け
る
者
、
馬
車
馬
の
よ
う
に
働

か
せ
ら
れ
な
が
ら
も
確
実
に
信
頼
を

獲
得
し
、
全
国
学
会
懇
親
会
の
司
会

の
座
を
獲
得
し
た
者
、
通
勤
中
に
ス

ピ
ー
ド
違
反
で
捕
ま
り
ゴ
ー
ル
ド
免

許
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を
悔
や
む

者
。
卒
業
し
て
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
私

た
ち
の
ク
ラ
ス
の
仲
間
は
夢
に
向
か
っ
て
走
り
続

け
て
い
ま
し
た
。 

卒
後
10
年
目
の
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
デ
ー
を
10

月
に
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
急
に
寒
く
な

っ
た
松
本
で
の
開
催
で
し
た
が
、
県
内
外
か
ら
7

名
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
担
任
の
羽
山
先
生
も

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
盛
大
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

会
で
は
お
そ
ら
く
ク
ラ
ス
の
仲
間
全
員
の
名
前
が

挙
が
り
、
思
い
出
や
知
っ
て
い
る
近
況
な
ど
を
ひ
と

り
ず
つ
話
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
謝
恩
会

で
投
影
し
た
写
真
の
ス
ラ
イ
ド
デ
ー
タ
を
み
ん
な

に
送
付
で
き
な
い
か
な
ぁ
と
い
う
話
に
な
り
計
画

中
で
す
。
頓
挫
し
た
ら
ご
め
ん
ね
。
あ
っ
と
い
う
間

で
し
た
が
、
学
生
時
代
の
よ
う
な
楽
し
い
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
こ
の
会
を
企
画
し
て
く
れ
た
堀
内
君
、

校
舎
案
内
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
穴
先
生
、
担
任
の

羽
山
先
生
、
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
た
同
窓
会
の
皆
様
に
感
謝
致
し
ま
す
。 
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「
大
変 

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。」 

 

間
も
な
く
新
た
な
元
号
と
な
ろ
う

と
し
て
い
る
平
成
31
年
3
月
末
日
を

も
っ
て
長
い
間
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
信
州
大
学
を
定
年
退
職
と
な
り
ま

す
。 現

在
の
保
健
学
科
中
校
舎
が
で
き

た
年
に
臨
床
検
査
技
師
学
校
の
1
回

生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。
3
年
生
の

時
に
は
奥
村
先
生
ら
の
医
療
短
大
1

回
生
が
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
卒
業
後

は
神
奈
川
県
の
藤
沢
市
民
病
院
に
就

職
し
、
2
年
半
後
に
母
校
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。
医
療
短
大
2
回
生
が
3
年

生
の
時
で
す
。
そ
れ
か
ら
ず
～
っ
と
で

「
現
在
に
至
る
」
で
す
。
大
学
で
の
授

業
・
研
究
等
で
は
医
療
短
大
・
保
健
学

科
検
査
技
術
科
学
専
攻
の
先
生
方
ば

か
り
で
な
く
、
附
属
病
院
、
医
学
部
医

学
科
、
繊
維
学
部
な
ど
の
多
く
の
先
生

方
に
支
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
長
ら
く

は
寺
澤
先
生
、
亀
子
先
生
と
と
も
に
、

こ
こ
数
年
は
若
い
樋
口
先
生
、
平
先
生

と
と
も
に
、
授
業
・
研
究
以
外
の
面
に

お
い
て
も
女
子
学
生
の
多
い
本
学
で
、

女
性
教
員
と
し
て
少
し
は
そ
れ
な
り

の
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
学
生
さ
ん
た
ち
と
め
ぐ
り
会
え
た

こ
と
も
私
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切

な
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
本
当
に
長
い
間
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど
こ
か
で
ま
た

皆
様
と
お
会
い
す
る
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

お
疲
れ
様
で
し
た 

 

 
 

 
 

小
穴 

こ
ず
枝 

先
生 

札幌の学会にて（2018 年 8 月） 

13

札幌にて（2018年8月）
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「
ご
挨
拶
」 

 

本
年
度
、
10
月
よ
り
着
任
し
ま
し

た
、
松
田
和
之
と
申
し
ま
す
。
後
期
授

業
と
し
て
、
遺
伝
子
検
査
学
実
習
と
分

子
生
物
学
、
遺
伝
と
病
気
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
前
期
は
、
生

化
学
、
遺
伝
子
検
査
学
、
R

I
検
査

学
を
担
当
し
ま
す
。 

私
は
、
着
任
前
、
信
州
大
学
医
学
部

附
属
病
院
臨
床
検
査
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。
検
査
部
当
時
も
、
保
健
学

科
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
は
、
臨
地
実
習
、

学
部
（
卒
業
）
研
究
、
大
学
院
研
究
な

ど
を
通
し
て
、
ほ
ぼ
一
年
中
、
い
つ
も

一
緒
に
な
に
か
を
し
て
い
る
と
い
う

時
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
学
生
さ
ん

の
素
直
な
疑
問
・
自
由
な
発
想
が
新
鮮

で
し
た
。
臨
床
検
査
技
師
の
強
み
は

「
原
理
」
を
理
解
し
た
上
で
検
査
結
果

を
考
え
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
思
い

ま
す
。
ま
さ
に
、
そ
の
根
本
的
な
「
原

理
」
を
学
べ
る
場
が
大
学
で
す
。
現
場

で
役
立
つ
即
戦
力
的
な
知
識
に
偏
重

せ
ず
、
生
化
学
を
基
本
に
し
た
「
原
理
」

を
学
ぶ
・
理
解
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

学
生
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

教
育
や
研
究
を
通
し
て
、
信
州
大
学

医
学
部
保
健
学
科
検
査
技
術
科
学
専

攻
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
同
窓

会
の
皆
様
に
は
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
今
後
と
も
何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

よ
う
こ
そ
！ 

 
 

 
 

 

松
田 

和
之 

先
生 

14
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信大スナップ ～秋の日に～ 
 

信
州
大
学
松
本
キ
ャ
ン
パ
ス
中
央
図
書
館 

西
門

（
八
十
二
銀
行
な
ど
が
あ
る
側
）
か
ら
入
っ
て
左
側

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
図
書
館
は
、
情
報
通
信
環
境
が

整
い
、
自
習
や
グ
ル
ー
プ
学
習
用
の
家
具
や
設
備
が

用
意
さ
れ
、
相
談
係
が
い
る
開
放
的
な
学
習
空
間
（
ラ

ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
）
で
す
。
平
成
28
年
度
の
第

20
回
木
材
活
用
コ
ン
ク
ー
ル
で
木
材
活
用
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

 

自転車置き場（教養）同じような自転車が並んでいま

した。昭和の自転車の方がカラフル？ 教養の渡り廊下。特別な風景でなくても私たちには

懐かしい。 

生活必需品や食堂、気分転換でお世話になった生協。 

 

 
西門から入って右側にこんな大きな建物が。理学部。 
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12
月
17
日
、
検
査
部
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
本
田
先
生
、
上
原
先
生
を
は
じ
め
、
42
名
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
年
も
、
お
鍋
や

お
寿
司
、
ケ
ー
キ
な
ど
、
た
く
さ
ん
ご
ち
そ
う
が
並
び
ま

し
た
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
ス
テ

キ
な
一
夜
に
な
り
ま
し
た
。 
 

 
 

 
 

 
 

（
修
士
課
程
2
年 

藤
澤 

優
） 

 

12
月
20
日
に
毎
年
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
は
学
内
で
卒
業
研
究
を
し
て
い
る
4
年

生
、
大
学
院
生
、
教
員
の
合
計
33
人
で
し
た
。
学
生
は
研

究
室
ご
と
に
料
理
を
1
品
ず
つ
持
ち
寄
り
ま
し
た
。
中
に

は
前
日
か
ら
仕
込
み
を
し
た
り
、
き
れ
い
に
盛
り
付
け
た

り
し
た
研
究
室
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
先
生
方
に
も

料
理
や
飲
み
物
な
ど
多
く
の
差
し
入
れ
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
や
ラ
ザ
ニ
ア
、
ビ
ー
フ
シ

チ
ュ
ー
や
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
豪
華
な
食
事
を
楽

し
み
、
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
な
り
ま

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
修
士
課
程
1
年 

上
條 

途
夢
） 

信
州
大
学
病
院
臨
床
検
査
部 

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
写
真
上
） 

信
州
大
学
保
健
学
科 

ク
リ
ス
マ
ス
会
（
写
真
下
） 
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ポ
ス
タ
ー
優
秀
演
題
賞
の
賞
品

（
博
多
名
物
：
二
○
加
煎
餅
） 

ポ
ス
タ
ー
前
で
の
記
念
写
真 

「
大
学
院
を
終
え
て
、
研
究
と
は
」 

信
州
大
学
大
学
院 

医
学
系
研
究
科 

金
井 

崚
（
保
11
） 

 

平
成
29
年
4
月
に
信
州
大
学
大
学
院
医
学
系

研
究
科
へ
入
学
し
、
木
村
文
一
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
2
年
間
の
大
学
院
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ

の
2
年
間
は
、
学
部
時
代
の
勉
強
不
足
が
浮
き
彫

り
と
な
る
、
苦
労
と
挫
折
の
連
続
で
し
た
。 

研
究
は
、
子
宮
頸
部
胃
型
腺
系
病
変
で
あ
る
分
葉

状
頸
管
腺
過
形
成
（L

E
G

H

）
に
つ
い
て
、
「
細
胞

診
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た
画
像
解

析
技
術
に
よ
る
正
常
頸
管
腺
細
胞
とL

E
G

H

細
胞

の
判
別
」
、
お
よ
び
「L

E
G

H

に
お
け
る
増
殖
能
の

検
討
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
研
究
成
果
を
学

会
で
発
表
し
、
2
度
の
受
賞
を
経
験
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
初
め
は
、
平
成
29
年
11
月

18
日
か

ら
19
日
に
福
岡
国
際
会
議
場
（
福
岡
県
福
岡
市
）

で
開
催
さ
れ
た
第
56
回
日
本
臨
床
細
胞
学
会
秋
期

大
会
（
＊
1
）
に
て
「
ポ
ス
タ
ー
優
秀
演
題
賞
」

を
頂
き
、
二
度
目
は
平
成
30
年
8
月
17
日
か
ら

19
日
に
北
海
道
大
学 

学
術
交
流
会
館
（
北
海
道
札

幌
市
）
に
て
開
催
さ
れ
た
第
13
回
日
本
臨
床
検
査

学
教
育
学
会
学
術
大
会
（
＊
2
）
に
て
、「
優
秀
発

表
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

学
会
発
表
で
は
、
何
度
も
練
習
を
重
ね
た
は
ず
な

の
に
頭
は
真
っ
白
に
な
り
、
発
表
内
容
を
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
不
安
を
感
じ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
受
賞
を
頂
け
た
こ
と
は
、
と
て
も

光
栄
で
あ
る
と
共
に
、
忙
し
い
中
真
心
こ
め
て
指
導

し
て
頂
い
た
木
村
先
生
を
始
め
と
す
る
諸
先
生
方

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。 

こ
の
2
年
間
で
は
忍
耐
力
を
鍛
え
、
自
分
と
向

き
合
い
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
研
究
の
入
り
口
程
度
し
か
知
ら
な
い
ひ
よ

っ
こ
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
研
究
は
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
を
生
き
て
行
く
為
に
、
自
分
を
研
鑽
す
る
一
番

の
学
び
だ
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
は
、
臨
床
・
研
究
・
教
育
に
従
事
す
る

優
秀
な
諸
先
輩
方
の
背
中
を
追
っ
て
、
少
し
で
も
医

療
発
展
へ
寄
与
で
き
る
臨
床
検
査
技
師
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

優秀発表賞の賞状 

（
＊
1
）
「
濃
度
共
起
行
列
を
用
い
た
子
宮
頸
部
胃
型
腺
系
病
変
に
お
け
る
細
胞

診
断
応
用
」 

○
金
井
崚
、
小
林
隆
樹
、
小
林
幸
弘
、
石
井
恵
子
、
山
口
雅
浩
、
木
村
文
一 

（
＊
2
）
「L

o
b
u

la
r 

e
n

d
o
c
e
rv

ic
a
l 
g
la

n
d
u

la
r 

h
yp

e
rp

la
s
ia

の
細
胞
像

の
数
理
的
解
析
に
お
け
る
濃
度
共
起
行
列
の
条
件
（
距
離
・
量
子
化
）
検
討
」 

○
金
井
崚
、
木
村
文
一
、
小
林
幸
弘
、
石
井
恵
子
、
太
田
浩
良 



 

 
 

事事務務局局かかららののおおししららせせ 

■
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム 

２
０
１
９
年
の
該
当
は
次
の
と
お
り
で

す
。 


 

卒
後
10
年
：
保
健
学
科
4
期
生 

（
平
成
22
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
20
年
：
短
大
24
回
生 

（
平
成
12
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
30
年
：
短
大
14
回
生 

（
平
成

2
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
40
年
：
短
大
4
回
生 

（
昭
和
55
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
50
年
：
衛
検
3
回
生 

（
昭
和
45
年
3
月
卒
） 

 

臨
嶺
会
と
し
て
補
助
、
協
力
（
例
え
ば

構
内
見
学
な
ど
）
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

同
級
会
を
開
催
し
旧
交
を
温
め
て
く
だ

さ
い
。 

 
 

す
で
に
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
の
該
当
年

が
過
ぎ
て
い
て
こ
れ
か
ら
同
級
会
を
開

催
す
る
学
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
補
助
を

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

■
会
費
未
納
の
方
へ 

臨
嶺
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
の
方
に
現

在
は
未
納
金
額
の
お
知
ら
せ
を
同
封
い

た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
未
納
金
額
は
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
左
記
振

込
先
へ
納
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ム
な
ど
の
際
に
納
入
の
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

口
座
番
号
：
０
０
５
２
０-

０-

２
０
１
８
７ 

加
入
者
名
：
「
臨
嶺
会
」 

 

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
衛
・
臨
・
短
何

回
生
、
会
員
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
保
健
学
科
卒
業
生
は
保
健

学
科
同
窓
会
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

■
卒
業
後
の
証
明
書
申
請
方
法 

卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
の
申
込

み
は
、
郵
送
お
よ
び
窓
口
の
み
の
受
付
と

な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
「
信
州
大
学
医
学
部
」
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
「
卒
業
生
の
方
へ
」
の
「
卒
業
証

明
書
発
行
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

■
事
務
局
へ
の
連
絡
方
法 

改
姓
・
住
所
・
勤
務
先 

等
の
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
方

法
は
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
い
ず
れ
で

も
結
構
で
す
。 

 

【
訃
報
】 

上
村
英
夫
先
生 

  
 

 

ご
逝
去
の
お
知
ら
せ 

上
村
英
夫
先
生
は
平
成
30
年
12
月

12
日
、
享
年
90
歳
に
て
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。 上

村
先
生
は
、
衛
生
検
査
技
師
学
校

が
開
校
し
た
昭
和
41
年
か
ら
臨
床
検

査
技
師
学
校
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部

へ
と
平
成
元
年
ま
で
在
籍
さ
れ
、
学
生

の
教
育
・
指
導
、
学
校
運
営
に
と
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の

ご
厚
誼
に
深
謝
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ

申
し
上
げ
ま
す
。 

次
号
会
報
に
上
村
先
生
の
追
悼
文
を

掲
載
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
卒
業
生

の
皆
様
か
ら
先
生
の
思
い
出
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

募
集
期
間
：
２
０
１
９
年
7
月
末
ま
で 

送
付
先
：
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

k
e

n
s
a

@
s
h

in
s
h

u
-
u

.a
c
.jp

 

あ
る
い
は
臨
嶺

会

事

務

局

に

送

付

く

だ

さ

い

。 

 

 

 

平成 3１年 1 月 30 日現在 
(  )内人数 

保保健健学学科科 11３３期期生生  ４４２２名名 
 就就職職：：  2299 名名 

信州大学医学部附属病院(2)、長野赤
十字病院(2)、JA 長野厚生連長野松代
総合病院(1)、松本健診所(1)、わかば
レディス＆マタニティクリニック
(1)、麻績村職員(1)、山梨大学医学部
付属病院(1)、国際医療福祉大学成田
病院(1)、君津中央病院(1)、日野市立
病院(1)、日野市立病院(1)水戸協同病
院(1)、木沢記念病院(1)、岐阜県立多
治見病院(1)、安城更生病院(1)、蒲郡
市民病院(1)、大同病院(1)、豊橋市民
病院(1)、藤田保健衛生大学病院(1)、
名古屋市職員(1)、市立池田病院(1)、
静岡レディースクリニック(1)、長浜
赤十字病院(1)、函館新都市病院(1)、
キャノンメディカルシステムズ(1)、
アイロムグループ(1)、EP 綜合(1)、
フィリップス(1)、 
 大大学学院院進進学学：：99 名名 

信州大学大学院医学系研究科(修士課
程)保健学専攻 (７)、信州大学大学院
医学系研究科(修士課程)医科学専攻 
(1)、大阪大学大学院(1) 
       
大大学学院院医医学学系系研研究究科科 
博博士士前前期期課課程程保保健健学学専専攻攻   
修修了了生生 88 名名(内社会人 3 名)  
 就就職職：：44 名名 

信州大学医学部附属病院(1)、長野県
職員 (1)、虎ノ門病院(1)、中東遠総
合医療センター(1) 
 大大学学院院進進学学：：２２名名 

信州大学大学院総合医理工学研究科
医学系専攻保健学分野(博士課程) 
 
大大学学院院医医学学系系研研究究科科 
博博士士後後期期課課程程保保健健学学専専攻攻  
修修了了生生 11 名名(内社会人 1 名) 

H3１年 3 月卒業・修了 

卒卒業業生生のの進進路路 

 

 
 

事事務務局局かかららののおおししららせせ 

■

カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム 

２
０
１
９
年
の
該
当
は
次
の
と
お
り
で

す
。 


 

卒
後
10
年
：
保
健
学
科
4
期
生 

（
平
成
22
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
20
年
：
短
大
24
回
生 

（
平
成
12
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
30
年
：
短
大
14
回
生 

（
平
成
2
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
40
年
：
短
大
4
回
生 

（
昭
和
55
年
3
月
卒
） 


 

卒
後
50
年
：
衛
生
3
回
生 

（
昭
和
45
年
3
月
卒
） 

 

臨
嶺
会
と
し
て
補
助
、
協
力
（
例
え
ば

構
内
見
学
な
ど
）
を
い
た
し
ま
す
の
で
、

同
級
会
を
開
催
し
旧
交
を
温
め
て
く
だ

さ
い
。 

 
 

す
で
に
カ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ム
の
該
当
年

が
過
ぎ
て
い
て
こ
れ
か
ら
同
級
会
を
開

催
す
る
学
年
に
つ
き
ま
し
て
も
、
補
助
を

し
ま
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

  

■

会
費
未
納
の
方
へ 

臨
嶺
会
は
皆
様
の
会
費
に
よ
り
運
営

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
費
未
納
の
方
に
現

在
は
未
納
金
額
の
お
知
ら
せ
を
同
封
い

た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
未
納
金
額
は
事
務

局
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
、
左
記
振

込
先
へ
納
入
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
カ
ミ
ン

グ
ホ
ー
ム
な
ど
の
際
に
納
入
の
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

振
込
先
：
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

 

口
座
番
号
：
０
０
５
２
０-

０-

２
０
１
８
７ 

加
入
者
名
：
「
臨
嶺
会
」 

 

振
込
用
紙
の
通
信
欄
に
衛
・
臨
・
短
何

回
生
、
会
員
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
保
健
学
科
卒
業
生
は
保
健

学
科
同
窓
会
に
納
入
く
だ
さ
い
。 

■

卒
業
後
の
証
明
書
申
請
方
法 

卒
業
証
明
書
、
成
績
証
明
書
等
の
申
込

み
は
、
郵
送
お
よ
び
窓
口
の
み
の
受
付
と

な
り
ま
す
。 

 

詳
細
は
「
信
州
大
学
医
学
部
」
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
「
卒
業
生
の
方
へ
」
の
「
卒
業
証

明
書
発
行
に
つ
い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

■

事
務
局
へ
の
連
絡
方
法 

改
姓
・
住
所
・
勤
務
先 

等
の
変
更
が

生
じ
た
場
合
は
、
必
ず
事
務
局
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
方

法
は
メ
ー
ル
、
ハ
ガ
キ
、
封
書
い
ず
れ
で

も
結
構
で
す
。 

 

【
訃
報
】 

上
村
英
夫
先
生 

  
 

 

ご
逝
去
の
お
知
ら
せ 

上
村
英
夫
先
生
は
平
成
30
年
12
月

12
日
、
享
年
90
歳
に
て
永
眠
さ
れ
ま
し

た
。 上

村
先
生
は
、
衛
生
検
査
技
師
学
校

が
開
校
し
た
昭
和
41
年
か
ら
臨
床
検

査
技
師
学
校
、
医
療
技
術
短
期
大
学
部

へ
と
平
成
元
年
ま
で
在
籍
さ
れ
、
学
生

の
教
育
・
指
導
、
学
校
運
営
に
と
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
生
前
の

ご
厚
誼
に
深
謝
し
、
謹
ん
で
お
知
ら
せ

申
し
上
げ
ま
す
。 

次
号
会
報
に
上
村
先
生
の
追
悼
文
を

掲
載
す
る
予
定
で
す
。
そ
こ
で
卒
業
生

の
皆
様
か
ら
先
生
の
思
い
出
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

募
集
期
間
：
２
０
１
９
年
7
月
末
ま
で 

送
付
先
：
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス k

e
n

s
a

@
s
h

in
s
h

u
-
u

.a
c
.jp

 

あ
る
い
は
臨
嶺

会

事

務

局

に

送

付

く

だ

さ

い

。 

 

 

 

平成 3１年 1 月 30 日現在 
(  )内人数 

保保健健学学科科 11３３期期生生  ４４２２名名 
 就就職職：：  2299 名名 

信州大学医学部附属病院(2)、長野赤
十字病院(2)、JA 長野厚生連長野松代
総合病院(1)、松本健診所(1)、わかば
レディス＆マタニティクリニック
(1)、麻績村職員(1)、山梨大学医学部
付属病院(1)、国際医療福祉大学成田
病院(1)、君津中央病院(1)、日野市立
病院(1)、日野市立病院(1)水戸協同病
院(1)、木沢記念病院(1)、岐阜県立多
治見病院(1)、安城更生病院(1)、蒲郡
市民病院(1)、大同病院(1)、豊橋市民
病院(1)、藤田保健衛生大学病院(1)、
名古屋市職員(1)、市立池田病院(1)、
静岡レディースクリニック(1)、長浜
赤十字病院(1)、函館新都市病院(1)、
キャノンメディカルシステムズ(1)、
アイロムグループ(1)、EP 綜合(1)、
フィリップス(1)、 
 大大学学院院進進学学：：99 名名 

信州大学大学院医学系研究科保健学
専攻(博士前期課程)(７)、信州大学大
学院医学系研究科医学系専攻(博士前
期課程)(1)、大阪大学大学院(1) 
       
大大学学院院医医学学系系研研究究科科 
博博士士前前期期課課程程保保健健学学専専攻攻   
修修了了生生 88 名名(内社会人 3 名)  
 就就職職：：44 名名 

信州大学医学部附属病院(1)、長野県
職員 (1)、虎ノ門病院(1)、中東遠総
合医療センター(1) 
 大大学学院院進進学学：：11 名名 

信州大学大学院医学系研究科保健学
専攻(博士後期課程) 
 

大大学学院院医医学学系系研研究究科科 
博博士士後後期期課課程程保保健健学学専専攻攻  
修修了了生生 11 名名(内社会人 1 名) 

H3１年 3 月卒業・修了 

卒卒業業生生のの進進路路 
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2018 年のできごと 

        

編
集
後
記 

2 月 8 日(木) 接遇対策セミナー（3 年生対象、臨嶺会として支援） 

3 月 21 日(水) 信大松本地区卒業式・学位記授与式 

4 月 4 日(水) 信大入学式 

8 月 6 日(月) 就職・進学支援セミナー（2・3 年生対象、臨嶺会として支援） 

講師； 石川 和志さん（富士フイルム和光純薬株式会社） 

柳澤 智さん（株式会社 EP 綜合 保 2 期生） 

山本 彩香さん（社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 保 10 期生） 

萩原 毅さん（JA 長野厚生連佐久医療センター 臨床検査科技師長 短 5 回生） 

 9 月 25 日(火) 接遇対策セミナー（3 年生対象、臨嶺会として支援） 

 

臨 嶺 会 会 報 

第 40 号 

臨嶺会会長 奥村 伸生 

事務局  小穴 こず枝 

樋口 由美子 

平  千明 

編集委員会 赤羽 昌子 

武市 尚也 

山﨑 春奈 

印刷  株式会社成進社印刷 

臨 嶺 会 事 務 局 

〒390-8621 松本市旭 3-1-1 

信州大学医学部保健学科検査技術科学専攻 

Tel.  0263-37-2387（ダイヤルイン） 

Fax. 0263-37-2370（保健学科事務部） 

e-mail kensa@shinshu-u.ac.jp 

臨嶺会ホームページ  

  http://www.mhoken.jp/rinreikai/ 

新
年
会
で
駅
前
で
浮
か
れ
て
い
る

と
「
お
母
さ
ん
が
大
変
だ
」
と
夫
か
ら

連
絡
あ
り
か
つ
て
の
職
場
に
急
行
し

た
。
心
不
全
と
肺
炎
だ
っ
た
。
そ
の
日

は
私
も
病
院
で
寝
た
。 

朝
、
叔
母
（
母
の
妹
）
か
ら
電
話

が
入
っ
た
の
で
、
ま
だ
知
ら
せ
て
な
い

の
に
よ
く
わ
か
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て

出
る
と
、
具
合
が
悪
く
て
入
院
し
た
か

ら
来
て
ほ
し
い
と
い
う
。
母
の
こ
と
は

伝
え
な
か
っ
た
。 

叔
母
は
2
月
に
な
る
と
残
り
時
間

が
少
な
い
こ
と
が
私
に
も
わ
か
っ
た
。 

一
晩
だ
け
で
も
自
宅
に
帰
っ
て
過

ご
し
て
も
ら
お
う
と
私
の
妹
と
協
力

し
て
決
行
。 

こ
の
ま
ま
逝
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
な
い
と
震
え
る
ほ
ど
怖
か
っ
た
。 

叔
母
が
眠
る
と
息
を
し
て
い
る
か

心
配
で
手
を
か
ざ
す
と
急
に
目
を
開

け
て
「
簡
単
に
死
に
ゃ
あ
し
な
い
よ
」

と
い
わ
れ
ふ
た
り
で
笑
っ
た
。 

朝
日
が
差
し
込
ん
で
き
た
。
叔
母

は
「
き
れ
い
」
と
言
っ
て
窓
か
ら
見
え

る
ブ
ド
ウ
畑
や
山
々
を
ず
っ
と
見
て

い
た
。 

病
院
に
戻
り
、
翌
々
日
永
眠
し
た
。

 

母
は
5
月
ま
で
に
3
回
入
院
し

て
今
は
施
設
に
い
る
。 

人
生
を
閉
じ
る
と
き
過
ご
す
病
院

で
の
出
来
事
は
、
さ
さ
い
な
こ
と
も
家

族
に
は
長
く
記
憶
に
残
る
。 

 
 

 
 

赤
羽 
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樋口　由美子


